
Ａ．カーテン開放時間の検討

・近年、北海道においても、⾼度に環境が制御され
た温室で周年的に栽培、収穫を⾏う太陽光利⽤型
植物⼯場が、各地で建設されています。

・本研究では、農林⽔産省の次世代施設園芸導⼊加
速化⽀援事業により、苫⼩牧東部地区に建設され
た植物⼯場（連棟ハウス、写真1・写真2）を対象
に、北海道での周年安定⽣産を⽬的とした調査を
⾏いました。

Ｂ．設備運⽤の各種検証と改善の提案
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次世代施設園芸導⼊加速化⽀援事業に係わる技術実証試験

背景と⽬的

成 果

成果の活⽤

2(1) 熱供給、温熱環境に係る実態の調査
・熱源機器の稼働状況、エネルギー消費量、施設内の温熱環
境、外部気象の調査

2(2) 設備運⽤の適正化検討
・各種加温、空調設備の運転条件の適正化検討

図1 研究フロー（建築研究本部担当分）

図3 保温カーテン開放時間変更の試算

・冬期に栽培を⾏うハウスでは、保温性向上のため
に保温カーテンなどが設けられますが、⽇射量は
収量に直結するため、冬期であっても昼間は保温
カーテンを開放することがあります。しかし、朝
⽅にカーテンを開放すると、カーテン上の冷気が
ハウス内に流⼊して暖房負荷が増えるため、カー
テンを開放する時間の検討が重要です（図2）。

・図3はシミュレーションによる保温カーテン開放時
間変更の試算結果です。(a)変更前は、⽇の出と同
時に⽔平カーテンを開放した場合です。カーテン
上の冷気が降りてきて室温が低下するとともに、
設定温度が12℃→18℃に移⾏し、暖房機が9時頃
までフル稼働する状況が⽣じます。

・図3(b)の変更後は、10時頃まで待ってからカーテ
ンを開放することで、⽇の出と同時に開放するの
に⽐べて、2割程度の暖房負荷が削減されると予測
されました。ただし、室内⽇射量はやや減少する
ため、暖房コストと収量への影響を総合的に判断
することが必要です。

・その他、チップボイラーを有効に活⽤するための
運⽤改善提案、細霧冷房や培地冷却の効果検証、
センサーによる測定⽅法・設置位置の⽐較検証な
ど、各種検討を実施しました。

・本研究の成果は、施設の運⽤改善や、平成28年度
の施設増設の際に活⽤されました。
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１．効率的･効果的な栽培環境制御の実証
（農業研究本部担当）
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図2 保温カーテン開放に関する課題

写真1 施設外観 写真2 施設内観
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